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こ
の
た
び
京
都
府
病
院
協
会
会
長

を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
、
京
都
中
部

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
辰
巳
哲
也
で

す
。
長
い
歴
史
を
持
つ
京
都
府
病
院

協
会
で
す
が
、
私
は
平
成
26
年
よ
り

理
事
と
し
て
入
会
さ
せ
て
頂
き
、
副

会
長
時
代
も
含
め
て
こ
れ
ま
で
諸
先

輩
の
先
生
方
に
多
く
の
薫
陶
を
受
け
、

大
変
お
世
話
に
な
っ
て
き
た
こ
と
を

感
謝
し
て
い
ま
す
。
会
長
を
お
引
き

受
け
す
る
こ
と
と
な
り
身
が
引
き
締

ま
る
思
い
で
い
ま
す
。
新
執
行
部
で

す
が
、
副
会
長
は
京
都
第
二
赤
十
字

病
院
長
の
小
林
裕
先
生
と
京
都
桂
病

院
長
の
若
園
𠮷
裕
先
生
に
お
願
い
し
、

会
計
担
当
理
事
は
引
き
続
き
京
都
府

立
洛
南
病
院
長
の
山
下
俊
幸
先
生
に

お
引
き
受
け
頂
き
ま
し
た
。

　

２
０
１
９
年
12
月
以
降
、
中
華
人

民
共
和
国
か
ら
広
が
っ
た
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
全
世
界
で
感

染
が
拡
大
し
、
多
く
の
感
染
者
や
死

者
が
出
て
、
世
界
経
済
に
も
甚
大
な

被
害
が
生
じ
て
い
ま
す
。
京
都
府
で

も
ク
ラ
ス
タ
ー
の
発
生
や
院
内
感
染

が
発
症
し
て
、
感
染
症
指
定
病
院
だ

け
で
は
な
く
、
大
学
病
院
、
救
命
救

急
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
増
加
す
る
感

染
症
患
者
へ
の
診
療
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ

少
し
ず
つ
日
常
を
取
り
戻
す
こ
と
が

で
き
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
ウ
イ
ル
ス

が
消
滅
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
基
本

的
な
感
染
対
策
と
第
２
波
、
第
３
波

へ
の
備
え
を
怠
ら
な
い
こ
と
が
必
要

か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
Before

コ
ロ
ナ
の
時
代
、
国
は
こ

れ
ま
で
の
「
２
０
２
５
年
問
題
」
か

ら
「
２
０
４
０
年
問
題
」（
現
役
世
代

人
口
が
急
減
す
る
高
齢
化
社
会
で
の

社
会
保
障
制
度
の
維
持
）
へ
と
展
望

を
切
り
替
え
、
地
域
医
療
構
想
の
実

現
、
医
師
・
医
療
従
事
者
の
働
き
方

改
革
の
推
進
、
実
効
性
の
あ
る
医
師

偏
在
対
策
を
三
位
一
体
で
推
進
し
よ

う
と
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
診
療

報
酬
改
定
で
の
大
き
な
焦
点
の
一
つ

に
、
働
き
方
改
革
が
要
件
の
地
域
医

療
体
制
確
保
加
算
が
あ
り
ま
し
た
が
、

多
く
の
病
院
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
対
応
に
追
わ
れ
て
、
そ

れ
ど
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。W

ith

コ
ロ
ナ
の

時
代
、
常
に
感
染
症
の
リ
ス
ク
を
念

頭
に
置
き
な
が
ら
経
済
活
動
と
生
命

健
康
を
守
る
感
染
症
へ
の
取
り
組
み

を
両
立
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

国
難
と
も
言
え
る
今
回
の
感
染
症
危

機
を
経
験
し
て
、
病
床
機
能
の
再
編

や
公
立
・
公
的
医
療
機
関
の
再
編
統

合
問
題
、
専
門
医
シ
ー
リ
ン
グ
制
度

を
含
め
た
医
師
数
・
医
師
偏
在
の
問

題
、
働
き
方
改
革
の
進
め
方
な
ど
を

改
め
て
考
え
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
今
後
、Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
駆
使
し
た
社
会
生
活
が
定
着
し
、

医
療
へ
飛
躍
的
に
応
用
さ
れ
て
い
く

時
代
を
想
定
し
た
対
応
も
必
要
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　

京
都
府
病
院
協
会
で
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
立
ち
向
か
い
、

職
員
が
命
懸
け
で
戦
っ
て
き
た
会
員

病
院
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
５
月

か
ら
実
施
し
、
現
在
も
継
続
し
て
行
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
か
ら
は
多
数

の
病
院
が
外
来
患
者
や
入
院
患
者
が

減
少
し
、
医
業
収
益
が
大
幅
に
減
少

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
急
性
期
・
回

復
期
・
慢
性
期
・
小
児
周
産
期
・
精

神
科
を
問
わ
ず
ど
の
医
療
機
関
も
地

域
医
療
を
守
る
た
め
、
院
内
感
染
防

止
や
発
熱
患
者
へ
の
対
応
を
含
め
、

日
々
尽
力
し
て
い
る
現
状
が
あ
り
ま

す
。
政
府
も
二
次
補
正
予
算
に
て
医

療
機
関
へ
の
財
政
支
援
を
予
定
し
て

い
ま
す
が
、
す
べ
て
の
病
院
が
経
営

破
綻
に
追
い
込
ま
れ
な
い
よ
う
な
配

慮
と
継
続
し
た
医
療
提
供
体
制
へ
の

助
成
を
求
め
ま
す
。
地
球
温
暖
化
が

進
む
中
、
大
雨
や
地
震
な
ど
の
自
然

災
害
が
な
く
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
し
、
さ
ら
な
る
未
知
の
ウ
イ
ル
ス

の
登
場
に
よ
る
感
染
症
危
機
も
想
定

し
て
お
く
べ
き
で
す
。A

fter

コ
ロ
ナ

の
時
代
へ
向
け
て
、
今
回
の
教
訓
を

活
か
し
新
た
な
創
造
力
を
持
っ
て
、

非
常
時
に
も
対
応
で
き
る
２
０
４
０

年
を
見
据
え
た
医
療
の
提
供
体
制
へ

の
改
革
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

京
都
府
病
院
協
会
は
京
都
市
内
だ

け
で
は
な
く
、
北
部
か
ら
南
部
に
及

ぶ
京
都
府
全
域
に
お
け
る
医
療
圏
の

病
院
が
所
属
さ
れ
て
い
ま
す
。
設
立

母
体
も
様
々
で
各
病
院
が
抱
え
る
課

題
は
そ
れ
ぞ
れ
違
い
も
あ
り
ま
す
が
、

ま
ぎ
れ
も
な
く
京
都
府
に
お
け
る
医

療
の
提
供
体
制
を
支
え
る
病
院
ば
か

り
で
す
。
互
い
の
立
場
を
尊
重
し
な

が
ら
、
医
療
情
報
を
迅
速
に
共
有
し

て
皆
様
と
議
論
を
行
い
、
行
政
な
ら

び
に
医
療
関
係
団
体
に
協
会
と
し
て

の
意
見
を
強
く
発
信
で
き
る
よ
う
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
す
べ
て
の

会
員
病
院
の
立
ち
位
置
に
真
摯
に
向

き
合
い
、
会
長
職
を
誠
実
に
行
っ
て

い
き
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
皆
様
の

温
か
い
御
指
導
、
御
鞭
撻
を
賜
り
ま

す
よ
う
ど
う
か
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
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院
に
お
い
て
も
経
済
的
な
打
撃
な
ど

今
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
ほ

ど
甚
大
で
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
で

き
る
だ
け
早
急
に
こ
の
状
況
を
脱
し

医
業
活
動
が
通
常
の
活
動
性
を
取
り

戻
す
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
第
二
波
に
備
え

た
感
染
対
策
は
重
要
で
す
が
、
自
粛

で
低
下
し
た
経
済
的
側
面
の
回
復
に

向
け
た
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
舵
取
り

が
必
要
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
な
か

な
か
一
筋
縄
で
は
行
か
な
い
印
象
が

あ
り
ま
す
。
医
療
の
活
動
性
の
低
下

に
よ
る
医
療
機
関
の
経
済
的
損
失
は

程
度
の
差
が
あ
る
も
の
の
ど
の
病
院

で
も
大
き
く
、
こ
れ
ま
で
の
医
療
費

抑
制
政
策
が
も
た
ら
し
た
影
響
で
医

療
経
済
が
い
か
に
余
裕
を
な
く
し
て

い
る
か
が
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
で
各

病
院
が
行
っ
て
き
た
事
項
の
補
填
に

加
え
て
、
実
際
の
各
病
院
の
デ
ー
タ

を
基
に
我
々
が
一
致
し
て
行
政
に
さ

ら
な
る
財
政
的
支
援
も
お
願
い
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。
今

後
会
員
の
皆
様
か
ら
ご
指
導
を
賜
り
、

京
都
の
病
院
医
療
が
少
し
で
も
良
い

方
向
へ
向
か
う
よ
う
に
辰
巳
会
長
を

支
え
、
微
力
な
が
ら
努
力
を
し
て
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
何
卒
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
た
び
京
都
府
病
院
協
会
副
会

長
に
就
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

京
都
桂
病
院
の
若
園
と
申
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
私
は
昭
和
60
年
に
京
都
大
学
を

卒
業
し
、
小
児
科
を
専
攻
し
、
松
江

日
赤
、
愛
媛
県
立
中
央
病
院
な
ど
の

勤
務
を
経
て
、
大
学
院
で
は
小
児
血

液
グ
ル
ー
プ
に
属
し
、
そ
の
後
京
都

桂
病
院
に
赴
任
い
た
し
ま
し
た
。
副

院
長
の
期
間
、
医
療
の
質
、
地
域
連
携
、

臨
床
研
修
と
専
門
医
制
度
、
働
き
方

改
革
な
ど
に
関
わ
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　

昨
年
度
は
地
域
医
療
構
想
や
専
門

医
制
度
に
翻
弄
さ
れ
ま
し
た
が
、
本

年
度
は
さ
ら
にCO

V
ID
-19

が
大
き
く

の
し
か
か
っ
て
参
り
ま
し
た
。
各
病

京
都
府
の
医
療
の
充
実
の
た
め
、
も

と
よ
り
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
辰

巳
哲
也
会
長
を
補
佐
し
尽
力
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
伝
統
あ
る
京
都
府
病
院
協

会
の
副
会
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
、

京
都
第
二
赤
十
字
病
院
の
小
林
裕
で

す
。
私
は
１
９
８
０
年
に
京
都
府
立

医
科
大
学
を
卒
業
し
、
血
液
内
科
医

と
し
て
診
療
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し

た
。
２
０
０
６
年
よ
り
京
都
第
二
赤

十
字
病
院
に
勤
務
し
、
２
０
１
７
年

か
ら
院
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

本
協
会
は
１
９
５
１
年
に
京
都
病

院
長
会
と
し
て
発
足
し
、
１
９
６
４
年

に
京
都
私
立
病
院
協
会
が
分
離
独
立

し
た
後
、
京
都
府
病
院
協
会
と
改
称
、

２
０
１
４
年
に
一
般
社
団
法
人
格
を

取
得
し
、
現
在
は
52
の
会
員
病
院
で

組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。
各
病
院
の
設

立
母
体
は
様
々
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ

各
地
域
に
お
い
て
中
心
的
な
役
割
を

担
っ
て
お
ら
れ
、
当
協
会
の
活
動
は

京
都
府
の
医
療
に
大
き
な
影
響
力
を

有
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
に
よ
り
、
社
会
そ
の
も
の
の
在

り
様
の
変
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

経
済
活
動
と
医
療
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど

う
と
る
の
か
、
非
常
に
困
難
な
状
況

に
あ
り
ま
す
。
我
々
、
医
療
者
と
し

て
は
、
ワ
ク
チ
ン
が
ま
だ
存
在
せ
ず
、

治
療
薬
も
確
立
し
て
い
な
い
中
、
感

染
予
防
策
を
と
り
な
が
ら
の
診
療
に

非
常
な
手
間
と
時
間
、
人
手
を
要
し
、

体
力
的
に
も
精
神
的
に
も
ス
ト
レ
ス

は
大
変
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
加
え

て
、
社
会
の
不
安
感
は
大
き
く
、
一

般
診
療
に
与
え
る
影
響
も
甚
大
で
、

今
後
の
病
院
運
営
を
危
う
く
す
る
ほ

ど
の
状
況
に
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
、

こ
の
状
況
を
乗
り
越
え
る
べ
く
、
会

員
病
院
が
継
続
し
て
府
民
に
必
要
な

医
療
提
供
が
で
き
る
よ
う
に
、
行
政

へ
の
働
き
か
け
も
含
め
、
病
院
間
の

協
力
を
進
め
る
こ
と
が
大
切
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

ま
た
従
前
よ
り
、「
地
域
医
療
構
想
」

「
医
師
・
医
療
従
事
者
の
働
き
方
改
革
」

「
医
師
偏
在
」の
医
療
の
三
位
一
体
改
革

が
提
唱
さ
れ
て
お
り
、
引
き
続
き
そ

の
対
応
の
検
討
も
進
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
に
よ
る
医
療
界
の
ピ
ン
チ
を
チ
ャ

ン
ス
に
変
え
る
べ
く
、
皆
様
と
し
っ

か
り
相
談
を
し
な
が
ら
、
情
報
を
共

有
し
、
議
論
を
深
め
、
本
協
会
の
発
展
、

副
会
長
就
任
の
ご
挨
拶

副
会
長
就
任
の
ご
挨
拶

副会長

若 園 𠮷 裕

副会長

小 林 　裕

会　

長　

辰
　
巳
　
哲
　
也

（
京
都
中
部
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
）

副
会
長　

小
　
林
　
　
　
裕

（
京
都
第
二
赤
十
字
病
院
）

副
会
長　

若
　
園
　
𠮷
　
裕

（
京
都
桂
病
院
）

理　

事　

池
　
田
　
栄
　
人

（
京
都
第
一
赤
十
字
病
院
）

理　

事　

小
　
野
　
晋
　
司

（
三
菱
京
都
病
院
）

理　

事　

尼
　
川
　
龍
　
一

（
日
本
バ
プ
テ
ス
ト
病
院
）

理　

事　

梶
　
　
　
龍
　
兒

（
国
立
病
院
機
構
宇
多
野
病
院
）

理　

事　

黒
　
田
　
啓
　
史

（
京
都
市
立
病
院
）

理　

事　

小
　
池
　
　
　
薫

（
国
立
病
院
機
構
京
都
医
療
セ
ン
タ
ー
）

理　

事　

島
　
崎
　
千
　
尋

（
京
都
鞍
馬
口
医
療
セ
ン
タ
ー
）

理　

事　

坪
　
井
　
知
　
正

（
国
立
病
院
機
構
南
京
都
病
院
）

理　

事　

吉
　
田
　
憲
　
正

（
済
生
会
京
都
府
病
院
）

理　

事　

山
　
下
　
俊
　
幸

（
京
都
府
立
洛
南
病
院
）

監　

事　

香
　
川
　
惠
　
造

（
市
立
福
知
山
市
民
病
院
）

監　

事　

森
　
本
　
泰
　
介

（
京
都
市
立
病
院
）

一般
社
団
法
人 

京
都
府
病
院
協
会 

理
事・監
事

任
期
：
令
和
２
年
６
月
定
時
総
会
〜
令
和
４
年
６
月
定
時
総
会
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令
和
２
年
度
の
定
時
総
会
を
、
６
月

23
日
㈫
京
都
府
医
師
会
館
に
て
開
催
、

当
日
は
会
員
病
院
よ
り
24
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
今
回
の
総
会
で
は
令
和
２
年

度
の
事
業
計
画
・
予
算
を
報
告
す
る
と

と
も
に
、
令
和
元
年
度
の
事
業
報
告
・

決
算
、
令
和
２
年
度
通
常
会
費
に
つ
い

て
議
案
を
上
程
し
、
い
ず
れ
の
議
案
も

賛
成
多
数
で
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◆
辰
巳
新
執
行
部
が
発
足

　

第
４
号
議
案
で
上
程
さ
れ
た
役
員
改

選
に
関
す
る
件
で
は
、
新
た
に
３
名
の

理
事
を
迎
え
る
と
と
も
に
、
新
会
長
に

辰
巳
哲
也
先
生（
京
都
中
部
総
合
医
療

セ
ン
タ
ー
）が
就
任
し
、
新
た
に
辰
巳

新
執
行
部
が
発
足
し
ま
し
た
。
新
執
行

部
の
副
会
長
に
は
小
林
裕
先
生（
京
都

第
二
赤
十
字
病
院
）、
若
園
吉
裕
先
生

（
京
都
桂
病
院
）が
就
任
し
ま
し
た
。

新
理
事
と
し
て
選
任
さ
れ
た
の
は
、
左

記
の
３
名
の
先
生
方
で
す
。
任
期
は
令

和
２
年
６
月
23
日
か
ら
令
和
３
年
６
月

定
時
総
会
ま
で
。

　

な
お
、
前
会
長
の
森
本
泰
介
先
生
に

は
引
き
続
き
、
監
事
と
し
て
新
執
行
部

を
支
え
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
令
和
２
年
度
通
常
会
費
を
承
認

　

総
会
で
は
令
和
２
年
度
の
通
常
会
費

に
つ
い
て
も
審
議
さ
れ
、「
１
病
院

６
０
，０
０
０
円
」（
昨
年
と
同
額
）と

す
る
こ
と
を
提
案
し
、
賛
成
多
数
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
元
年
度

の
事
業
報
告
・
決
算
に
つ
い
て
も
議
長

よ
り
主
旨
説
明
し
、
依
田
建
吾
監
事
に

よ
る
会
計
監
査
が
行
わ
れ
た
後
、
採
決

に
入
り
、
賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
当
日
、
採
択
さ
れ
た
議
案
は
以
下

の
と
お
り
。

平
成
30
年
度
定
時
総
会
を
開
催

挨拶する辰巳新会長

令
和
２
年
度 

定
時
総
会
を
開
催

令
和
２
年
度 

定
時
総
会
を
開
催

吉
田　

憲
正 

先
生

（
済
生
会
京
都
府
病
院
）

小
池　
　

薫 
先
生

（
京
都
医
療
セ
ン
タ
ー
）

黒
田　

啓
史 

先
生

（
京
都
市
立
病
院
）

新型コロナウイルス感染症緊急包括支援事業（医療分）について

＝京都府では８月中旬に「コールセンター」を開設予定＝
　ご存じのとおり、令和2年度 「第二次補正予算」 が6月12日に成立し、新型コロナウイルス感染症緊急包括支援事業
（医療分）が拡充され、令和2年4月1日に遡って実施されることとなりました。今回の二次補正予算では、①医療従事
者への支援、②医療機関への支援、③地域医療の確保に必要な診療を継続する医療機関への支援、④万全な検査体制、
ワクチン・治療薬の開発支援が主なものと
なっております（4ページのスライド資料参照）。
なお、京都府では８月中旬を目途に 「コール
センター」を開設し、医療機関からの相談に
対応するとのことです。
　また、「新型コロナウイルス感染症対応
従事者慰労金交付事業」 及び 「医療機関・
薬局等における感染拡大防止等支援事業」
に関する医療機関等の申請マニュアル及び
申請書様式が下記ウェブサイトにて公表され
ていますので、あわせてご確認ください。
なお、本マニュアルは全国の標準的なモデル
として作成されたとのことであり、都道府
県ごとにモデルを修正することもあるため、
申請の前に必ず都道府県ウェブサイト等の
確認をお願いいたします。

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000098580_00001.html
● 「新型コロナウイルス感染症対応従事者慰労金交付事業」について

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/iryou/kansen
kakudaiboushi_shien.html

● 「医療機関・薬局等における感染拡大防止等の支援」について
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

診
療
に
係
る
要
望
を
提
出

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

診
療
に
係
る
要
望
を
提
出

　

京
都
府
病
院
協
会
で
は
、６
月
16
日
、

京
都
府
知
事
宛
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
診
療
に
係
る
「
要
望
書
」

を
提
出
し
ま
し
た
。

　

３
月
末
に
発
生
し
た
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」へ
の
対
応
で
は
、

国
内
で
の
感
染
が
拡
大
す
る
中
、
多
く

の
会
員
病
院
が
、
感
染
防
御
体
制
が

十
分
に
整
わ
な
い
中
で
感
染
リ
ス
ク

と
闘
い
な
が
ら
、「
帰
国
者
・
接
触
者

外
来
」
機
能
を
担
い
、
感
染
者
の
入
院

患
者
の
受
入
体
制
を
整
備
す
る
等
、
医

療
現
場
の
最
前
線
で
治
療
に
あ
た
っ
て

き
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
ま
し
て
、
会
員

病
院
の
先
生
方
の
献
身
的
な
ご
尽
力
に

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
に
よ

る
病
院
経
営
の
悪

化
が
顕
在
化
し
、

患
者
を
受
け
入
れ

る
病
院
で
は
体
制

整
備
に
莫
大
な
費

用
を
要
す
る
と
と

も
に
、
受
診
抑
制

に
伴
う
医
業
収
益

の
大
幅
な
減
少
が

病
院
経
営
に
大
き

な
ダ
メ
ー
ジ
を
与

え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状

況
を
受
け
、
京
都

府
病
院
協
会
で
は

今
後
の
感
染
拡
大

の
第
２
波
、
第
３

波
に
備
え
、
地
域
医
療
を
崩
壊
さ
せ

な
い
た
め
の
体
制
整
備
が
必
須
で
あ

る
と
の
認
識
の
も
と
、
地
域
の
拠
点

病
院
と
し
て
の
重
要
な
役
割
を
担
う

本
会
会
員
病
院
へ
の
支
援
を
要
望
し

ま
し
た
。
な
お
、
要
望
書
を
提
出
す

る
に
あ
た
り
ま
し
て
、
本
会
の
会
員

病
院
協
力
の
も
と
「
病
院
経
営
調
査
」

を
実
施
し
ま
し
た
。
調
査
結
果
は
６

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で

ご
覧
下
さ
い
。

京都府健康福祉部：松村部長に要望書を手交

60,000円
令和２年度 通常会費

令和２年度の通常会費については、
去る６月23日（火）に開催されました
「令和２年度定時総会」におきまして、
以下のとおり承認されましたので、
お知らせいたします。

令和２年度
通常会費について

（5）2020年（令和 2年）7月30日 京都府病院協会ニュース 第18号



新型コロナウイルス感染症による病院経営調査について新型コロナウイルス感染症による病院経営調査について
2020年5月実施

1外来患者・入院患者
　全ての病院で外来患者数は大幅に減少しており、特に4月の減少幅が大きかった。初診・再診でみると、初診患者数の減少幅が大きく患者の受診
抑制が働いていることが窺える。 4月でみると前年同月比で42.5%のマイナスであった。病院に限らず、診療所においても患者数が減少しており、それ
に伴い新規紹介患者数が激減したことも影響したと思われる。
　また、外来患者数同様、入院患者についても、2月と比較すると、3月～4月のマイナス幅が大きく、それに伴い病床稼働率も大きく減少し、病院経営に
大きな打撃を与えた。特に、行政からの要請に応じて一般病棟を閉鎖しコロナ専用病棟にした影響がかなり大きく、そのために投じた費用も、一部財政
支援はあったものの、病院経営を圧迫した要因となっている。
2手術
　新型コロナウイルス感染症の影響により不急の手術については延期したケースが散見された。院内感染防止の観点から手術を抑制しただけでなく、
多くの病院で、集中治療室確保のために手術を抑制せざるを得なかったとの意見が多く、それに伴い、3月、4月は手術件数が軒並み減少しており、病院
経営に影響を与えていると考えられる。
3救急患者の受け入れ
　全ての病院で救急患者の受け入れ件数が大幅に減少しており、他の項目と同様、4月の減少幅が大きかった。回答のあった病院はいずれも地域の基幹
病院であり、これまでから地域の救急医療の最前線で対応してきたが、院内感染防止の観点から受け入れを抑制せざるを得ない状況があったと思われる。
その要因として、感染防護具の不足が顕著であったことが挙げられる。
4医業経営
　外来・入院ともに、前年同月比でみて、4月を境に大きく収入が減少している。病院の規模によるが、金額にして数億円単位での赤字であったとの結果が
出ている。 ①患者の受診抑制 ②集中治療室確保のための手術の抑制 ③侵襲的検査の抑制 ④人間ドックの延期等、これまで通常行ってきた診療行為を
抑制せざるを得ない状況が病院経営に大きな影響を及ぼしたことが窺えた。
　また、今回、回答いただいた病院のほとんどが新型コロナウイルス感染症患者を受け入れており、受け入れに必要な経費（外来・病棟の改装や感染
防護具の確保、医療従事者への手当等）の発生や空床確保に伴い生じた収入の減少の影響は大きく、病院経営を圧迫した要因の一つであった。
5風評被害
　70％の病院が「風評被害があった」と回答した。地域の基幹病院としての使命感を持ち、帰国者・接触者外来の設置、新型コロナウイルス感染症
患者の受け入れに対応してきたが、一般の来院者からみれば「感染者がいる病院」との誤解を受け、受診抑制につながった可能性は大きい。また、院内の
関係者が心無い言葉を言われたり、保育園の登園を拒否されたケースもあった。風評被害は病院経営に与える影響だけでなく、医療従事者のメンタルにも
影響を及ぼしたことがわかる。
6その他
　その他の意見としては、医療体制の充実に関する意見が多かった。
　①無症状者からの感染リスクを軽減するためのPCR検査の充実
　②第2波に備えた病床機能別の受入体制の構築
　③重症患者の搬送連携システム構築の必要性
　④コントロールセンターの機能充実と連携強化

⑤外来エリアでのゾーニング、患者誘導への対応
⑥地域における発熱患者の診療体制の整備
⑦新型コロナウイルス感染症に対峙した医療従事者への社会的評価

病院経営は著しく悪化
　新型コロナウイルス感染症拡大を受け、京都府病院協会では病院経営に関する現状調査を実施した。患者数や
手術件数・救急受入件数、さらに医業経営について、2019年と2020年の同月比での比較調査を行った。
　京都府病院協会に加盟する多くの病院が、基幹病院としての使命感を持ち新型コロナウイルス感染症患者を
受け入れてきた。その一方で、いずれの病院も3月、4月の患者数は減少し、病院経営は著しく悪化していた。加えて、
新型コロナウイルス感染症患者の受入体制確保のための必要経費が重なり、診療報酬での対応はあったものの
経営状況は厳しい状況であり、緊急的な財政支援がなければ適切な対応は不可能である。
　診療報酬上での対応、緊急対策補正予算により財政的支援がなされたものの、十分であったとは言えない状況に
ある。
　今後の第2波、第3波に備えて、新型コロナウイルス感染症への適切な対応ができるよう、また、地域医療の
崩壊を防ぐためにも、様々な支援が必要不可欠である。

1．外来患者数（初診・再診）
前年同月比：増減率（％）
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2．入院患者数（％）
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4．手術件数（前年同月比：増減率（％））
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5．救急受入件数（前年同月比：増減率（％））
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3．病床稼働率（％）
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医業経営（外来収入、前年同月比：増減率） 医業経営（入院収入、前年同月比：増減率）

6．医業経営（前年同月比：増減率（％））
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5月の医業経営については、各病院の見込み額で算出

2月2月 3月3月 4月4月 5月5月
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7．風評被害について（％）

あり
70％

なし
12％

無回答
18％

初診 再診
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